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貝﨑　輝子 さん（74歳）　－貝田－

岡田　勉 さん（77歳）　－川尻－

平成 26年秋の叙勲・褒章が 11月３日に発表されました。
志賀町から岡田勉さん（川尻）と貝﨑さん（貝田）の２人が
受章しました。

藍 綬 褒 章

瑞宝双光章

　
「
立
派
な
章
を
い
た
だ
き
、
驚
き
と
共
に
、

大
変
嬉
し
く
、
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と

語
る
岡
田
さ
ん
。
今
回
の
受
章
に
、
家
族
も

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
た
そ
う

で
す
。

　

教
員
を
38
年
間
勤
め
、
上
熊
野
小
学
校
や

高
浜
小
学
校
の
校
長
、
校
長
会
会
長
な
ど
も

務
め
、児
童
生
徒
の
教
育
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
12
月
か
ら
３
年
８
カ
月

の
間
、、
旧
志
賀
町
教
育
委
員
を
務
め
、
地

方
教
育
行
政
の
推
進
、
社
会
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

教
育
に
と
っ
て
、
地
域
・
家
庭
・
学
校
と

の
つ
な
が
り
が
大
変
重
要
だ
と
い
う
岡
田
さ

ん
。
学
校
は
地
域
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ

こ
と
を
教
員
生
活
を
通
じ
て
、
痛
感
し
た
と

い
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
職
場

の
先
輩
・
同
僚
、
生
徒
た
ち
に
感
謝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
志
賀
町
の
教
育
発
展
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

保
護
司
を
務
め
、
今
年
で
24
年
目
を
迎
え

る
貝
﨑
さ
ん
。

　

保
護
司
と
は
、
保
護
観
察
の
つ
い
た
人
を

観
察
・
指
導
し
、
更
生
さ
せ
る
仕
事
で
す
。

　

貝
崎
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
に
、
富
来
地
区

会
長
の
誘
い
を
受
け
、農
協
に
勤
め
な
が
ら
、

保
護
司
の
仕
事
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
地
域
に
は
、
男
性
保
護
司
し
か

お
ら
ず
、
女
性
保
護
司
の
先
駆
け
と
し
て
、

任
務
に
つ
き
ま
し
た
。
講
習
会
や
定
例
研
修

会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
役
務
に
尽
力
し

ま
し
た
。

　
「
や
る
と
決
め
た
ら
、
真
面
目
に
役
を
全

う
す
る
性
格
な
ん
で
す
」
と
本
人
も
ご
家
族

も
話
し
ま
す
。

　
「
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
陰
で
立
派

な
章
を
い
た
だ
き
、大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
で
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で

務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
な
限
り
、
保
護
司
と
し
て
勤
め
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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捨
て
が
た
く
残
し
た
品
も
た
ま
る
だ
け　
　

三
井
か
ほ
里

ポ
イ
捨
て
を
す
る
な
ら
拾
う
人
の
身
に　
　

高
島　

和
子

捨
て
切
れ
ぬ
タ
ン
ス
の
中
の
着
物
達　
　
　

川
上　

富
子

愛
着
で
捨
て
き
れ
ず
に
ゴ
ミ
の
山　
　
　
　

西
尾　

海
春

断
捨
離
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
片
付
か
ず　

み
や
み
ち
さ
か
し

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
当
選
ま
で
の
捨
て
台
詞　
　

柴
田　

政
行

欲
捨
て
ず
貯
め
込
ん
で
置
き
ゴ
ミ
屋
敷　
　

岩
井
マ
サ
子

健
康
へ
無
く
し
た
い
の
は
メ
タ
ボ
腹　
　
　

赤
崎　

が
な

だ
ん
だ
ん
と
無
く
な
る
細
胞
怖
い
ボ
ケ　
　

芝
山　

照
子

気
は
あ
る
が
無
い
袖
振
れ
ぬ
時
も
あ
る　
　

池
田　

洋
子

カ
カ
喋
る
無
口
な
俺
に
出
番
無
し　
　
　
　

古
森　

真
猿

無
農
薬
油
断
大
敵
虫
の
勝
ち　
　
　
　
　
　

林　

ち
よ
子

大
嵐
、
曽
々
木
、
岩
場
の
波
の
華　
　
　
　

山
守　

宏
子

父
母
の
墓
、
野
菊
も
添
え
て
お
参
り
す　
　
　
　

〃

老
い
ら
く
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
夜
長
か
な　

上
野　

末
子

中
秋
の
月
澄
み
わ
た
る
花
芙
蓉　
　
　
　
　
　
　

〃

降
り
積
る
雪
や
今
夜
も
お
で
ん
鍋　
　
　
　
　
　

浅　

子

不
動
滝
爽
や
か
風
に
水
し
ぶ
き

　

－
マ
イ
ナ
スイ
オ
ン
肌
に
染
み
い
る　
　
　
　
　
　

元
尾　

智
子

秋
の
夜
に
本
読
む
そ
ば
の
窓
辺
か
ら

　

虫
の
音
聞
こ
ゆ
老
い
は
幸
わ
せ　
　
　
　
　
　

み
さ
の

よ
び
か
け
る
父
母
の
声
背
に
幼
な
子
は

　

稲
穂
手
に
し
て
あ
ぜ
道
か
け
る　
　
　
　
　
　

志
津
江

ハ
マ
の
墓
地
幼と

友も

ら
集
い
て
七
回
忌

　

故
郷
磯
の
小
石
供
え
つ　
　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として送付ください。
紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■宛先／〒９２５ -０１９８志賀町末吉千古１番地１　志賀町教育委員会　生涯学習課まで　※毎月３日までにお送りください。

－ Lifelong Learning－　生涯学習だより－ Lifelong Learning－　生涯学習だより
第
10
回
文
化
祭
が
盛
大
に
開
催

多
文
化
共
生
交
流
事
業

平
成
27
年
成
人
式

　

第
10
回
志
賀
町
文
化
祭
が
、

11
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け

て
、
文
化
ホ
ー
ル
と
富
来
活
性

化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
文
化

協
会
、
愛
好
会
、
児
童
生
徒
、

一
般
の
方
々
な
ど
に
よ
る
力
作

が
展
示
さ
れ
、
両
会
場
と
も
多

く
の
人
が
来
場
し
、
活
気
あ
る

文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文

化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
、
文
化

の
日
記
念
式
典
、
記
念
講
演
会
、

コ
ン
ト
シ
ョ
ー
、
舞
台
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。
記
念
講
演

会
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・

子
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
で
道
徳
講

師
で
も
あ
る
山
田
パ
ン
ダ
氏
が

「
シ
ニ
ア
世
代
の
独
立
独
歩
〜

挑
戦
の
す
す
め
〜
」
と
題
し
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
救
わ
れ

た
自
身
の
経
験
や
、
現
代
の
子

ど
も
た
ち
に
周
り
の
大
人
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
語
り
か
け

ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
「
御
供
田
幸

子
の
コ
ン
ト
シ
ョ
ー
」
や
、
文

化
協
会
に
よ
る
舞
台
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。　

大
正
琴
で
始
ま
り
、
民

謡
・
舞
踊
、
琴
、
詩
吟
、
合
唱
、

よ
さ
こ
い
、
木
遺
、
太
鼓
の
多

彩
な
舞
台
芸
能
が
披
露
さ
れ
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、
女

性
団
体
協
議
会
、
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
、
志
賀
高
校
に
よ
る
バ

ザ
ー
や
、
志
賀
町
の
文
化
財
の

展
示
も
あ
り
ま
し
た
。

　

出
展
・
出
演
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
の
外
国
人
と
お
は
ぎ
作
り

＆
歌
と
踊
り
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

◆
日　

時　

12
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時

◆
場　

所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

◆
対
象
者　

町
内
在
住
の
外
国
人

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

◆
講　

師　

室
谷
加
代
子
氏
、

　
　
　
　
　

高
田
善
生
氏

◆
申
込
期
間　

12
月
16
日
（
火
）
ま
で

◆
申 

込 

先　

生
涯
学
習
課

☎
32
‐
９
３
５
０　

FAX 

32
‐
３
９
３
３

　

平
成
27
年
成
人
式
の
日
程
で
す
。

◆
日　

時　

平
成
27
年
１
月
11
日（
日
）

　
　
　
　
　

受
付　

10
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

終
了　

13
時
（
予
定
）

◆
場　

所　

能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◆
対　

象　

町
内
在
住
ま
た
は
出
身
の

　

人
で
、
今
年
度
20
歳
を
む
か
え
る
人

　
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜

　

  

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

☎
32
‐
９
３
５
０

▲山田パンダ氏による講演会

▲会場を盛り上げたアトラクション

▲展示品の数々
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 06　勤務時間そのほか勤務条件
（１）勤務時間の概要（窓口業務職員、一部施設勤務職員を除く）

（平成 26 年４月１日現在）

開始時刻 午前 8時 30 分

休憩時間 正午～午後 1時

終了時刻 午後 5時 15 分

1週間の勤務時間 38 時間 45 分

勤務を要しない日 土曜日・日曜日

（２）一般職員の年次有給休暇の取得状況
平成 25 年 平成 24 年
9.1 日 9.2 日

　年次有給休暇は1年につき20日付与されます。残日数は20日を
限度として翌年に繰り越すことができます。

（３）　育児休業・部分休業、育児短時間勤務の状況
（平成 25年度）

区　分 育児休業 部分休業 短時間勤務

男　性 1 人 0 人 0 人

女　性 9人 1 人 0 人

計 10人 1 人 0人

　職員は３歳に満たない子を養育するため、町長などの承認を受
けて、３歳に達する日まで育児休業を取得することができます。
　職員は小学校の就学の始期に達するまでの子を養育するため、
町長などの承認を受けて、部分休業の取得や当該職員が希望する
日および時間において勤務できる育児短時間勤務をすることがで
きます。

 07　分限・懲戒処分の状況
（１）分限処分の状況

区分 降任 免職 休職 降給
平成25年度 0 人 0 人 1 人 0 人

平成24年度 0 人 0 人 2 人 0 人

　分限処分は、心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合な
ど、職責を充分に果たせないなどの一定の事由がある場合、その
職員に対して行われる処分です。

（２）懲戒処分の状況
区分 戒告 減給 停職 免職

平成25年度 0 人 0 人 0 人 0 人

平成24年度 0 人 1 人 0 人 0 人

　懲戒処分は、職員に非違行為があった場合や職務を怠った場合、
非行があった場合になされる処分です。

 08　公務災害などの状況
区　分 公務災害 通勤災害 計
平成25年度 0 件 1 件 1 件

平成24年度 2 件 0 件 2 件

　職員が公務災害、通勤災害を受けた場合に、受けた災害に対
する補償を迅速かつ公正に行い、併せて社会復帰の促進、職員
およびその遺族の援護を行う制度です。

 09　職員の健康診断など受診の状況
区　分

受診者（受診率）
平成25年度 平成24年度

定期健康診断 335 人  （96.0％） 354 人  （97.8％）

胃 部 検 診 105 人  （30.1％） 106 人  （29.3％）

大腸がん検診 143 人  （41.0％） 140 人  （38.7％）

肺 が ん 検 診 300 人  （86.0％） 313 人  （86.5％）
　職員の福祉の増進と行政能率の向上を図るため、労働安全衛
生法および志賀町職員安全衛生管理規程に基づき健康診断を実
施し、職員の健康管理を図っています。

10　研修の状況 ( 平成 25 年度）
（１）町研修会・講習会

研修会名 開催回数 受講者数
人事考価評価者研修 2 回  69 人

新 規 採 用 職 員 研 修 2 回    6 人

法 制 執 務 研 修 1 回  11 人

わかりやすい説明の仕方研修 2 回  44 人

原 子 力 防 災 講 習 会 2 回  70 人

合　　計 9 回 200 人

 

（２）派遣研修
研修区分 期　　間 受講者数

石川県市町村職員研修所 １日～４日 33 人

そ の 他 研 修 機 関 １日～４日  7 人

石 川 県 １年  1 人

合　　　計 ― 41 人
　職員の勤務能率・資質の向上のため、各種研修会の開催、職
員研修所などへの派遣を実施しています。

町職員の給与は、国家公務員や民間企業とのバランスを考慮して給与条例などで
定められています。その内容や人事行政の運営の状況、取り組みについて、より
公平性と透明性を高めるため、広く町民の皆さんにお知らせします。
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町職員の給与などを公表します

（２）職員の初任給の状況
区　　　分 一般行政職 技能労務職
大　学　卒 161,600 円 ―

高　校　卒 140,100 円 137,200 円

中　学　卒 ― 129,200 円

（２）職員給与費（平成 25 年度普通会計決算）
職員数 給　　与　　費 一人当たり

Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ 給与費 B/A

人 千円 千円 千円 千円 千円
256 924,753 98,028 320,121 1,342,902 5,246

※１　職員手当には、退職手当は含まれていません。
※２　町長、副町長、議員などの特別職の給料、報酬などは含まれて

いません。
※３ 　職員数は、平成25年4月1日現在の人数です。

（２）　定員管理の数値目標（全会計）
平成22年４月１日～平成27年４月１日における
定員管理の数値目標

平成22年4月1日
職員数

平成27年4月1日
職員数 純減数 純減率

377 人 339 人 38 人 △10.1 ％

 02　職員の平均給料月額、初任給
（平成 26 年４月１日現在 )

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 44.4 歳 316,100 円 344,600 円

技能労務職 50.3 歳 261,500 円 272,400円

※１　「平均給料月額」とは一般行政職および技能労務職の職員の基本給
（給料月額）の平均です。

※２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものの平均です。

03　期末・勤勉手当
期末手当・勤勉手当（平成25年度支給割合）
区　　分 支給割合 加算措置
期末手当 2.60 月分 職制上の段階、職務の級などによ

る加算・役職加算　５％～ 15％勤勉手当 1.35 月分
※　勤勉手当の支給割合は成績率ごとに異なります。
　　記載している支給割合は、平成25年度における平均的な支給 
　割合です。

 04　特別職の報酬
特別職のうち町長、副町長、教育長、議会議員の給料、報酬、期末手当
区　分 給料・報酬月額 期末手当（支給割合）

町　　長 756,000 円 6月期　1.40 月分
12月期　1.50 月分
12計期　2.90 月分

副　町　長 625,000 円

教  育  長 595,000 円

議　　長 284,000 円
町長・副町長・教育長（職責加算40/100）

議長・副議長・議員（職責加算15/100）
副　議　長 244,000 円

議会議員 230,000 円
※１　町長については給料抑制措置後（△ 10%）です。

 05　職員数の状況 ( 各年４月１日現在）

（１）部門別職員数の状況と主な増減理由
部　　門 平成26年（A) 平成25年（B) 増減数（A-Ｂ）
一般行政部門 218 人 218 人     0 人

教育部門 37 人 39 人 △    2 人
公営企業会計など 90 人 88 人   1 2 人
合計 345 人 345 人     0 人

※教育長を含みます。

【主な増減理由】
・退職者の不補充による減
・医療技術職の補充および業務の充実による増

01　総括
（１）人件費（平成 25 年度普通会計決算）

人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率
（25年度末） 　　　　Ａ 　　　　Ｂ Ｂ／Ａ

人 千円 千円 千円 ％

22,258 14,152,354 100,264 2,030,818 14.3

※１　人件費には、一般職の職員の給料や職員手当のほか、町長、副町
長、議員など特別職に属する職員の給料や報酬などを含みます。

※２　人口は、平成 26 年 3月 31 日現在の住民基本台帳に基づいて記
載しています。

（平成 25 年度）

問総務課　☎32-9311
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　12 月６日 ( 土 )、13 時 30
分から、高さ 15 センチほど
のクリスマスツリーを作り
ます。ツリーにモールやビー
ズ、リボンなどを思い思いに
アレンジ。色、形を工夫し
て、おもしろくて可愛いクリ
スマスツリーを作ってみま
しょう。多くの子どもたち
の参加をお待ちしています。

　12 月 13 日 ( 土 )、13 時 30 分から、橋本栄養士の指
導で、人気の「シフォンケーキ」を作ります。ふわっ
と軽いケーキの生地づくりや、生クリームのデコレー

★工作（クリスマスツリーづくり） ★クッキング（シフォンケーキ）

……　お 知 ら せ　……

ションの仕方を教わ
ります。また、いち
ご大福づくりも予定
しています。希望す
る人は児童館まで申
し込んでください。
お待ちしています。

休館日  12月21日㈰、 23日（火・祝）
　　　　　29日㈪～１月３日㈯
開館時間　９時～ 17 時 30 分
問い合わせ先　志賀町児童館
　　　　　　　☎ 32-1724

12 月の行事予定

６日㈯　工作（クリスマスツリーづくり・定員12人・対象小学１～４年生） 13：30 ～

10日㈬　親子リトミック遊び　（定員20組） 10：30 ～

13日㈯　クッキング（シフォンケーキ・定員15人・材料費100円） 13：30 ～

28日㈰　バトン・キッズ 13：30 ～

★申し込み、お問い合わせは志賀町児童館まで

休 館 日　12月１日㈪、８日㈪・15日㈪、
　　　　　22日㈪・28日㈰～ 1月５日㈪
開館時間・問い合わせ先
志 賀 町 立 図 書 館　☎32-1740
志賀町立富来図書館　☎42-2777
　　　　　平日　　９:30 ～ 18:00
　　　　　土日祝　９:30 ～ 17:00

◆新着の本◆

◆おすすめの本◆
○暮らし上手の和食教室　　　　　　　　　　　　　　枻出版社
　和食はだしで決まると言います。そのだしが簡単に取れるアイ
デアや、素材を美味しく味わえるコツとレシピを紹介した『暮ら
し上手シリーズ』の最新刊です。

○冬を待つ城　　　　　　　安部　龍太郎
○怪しい店　　　　　　　　有栖川　有栖
○キャロリング　　　　　　有川　浩
○池田屋乱刃　　　　　　　伊東　潤
○親鸞　完結篇　上・下　　五木　寛之
○自覚（隠蔽捜査５．５）　　今野　敏
○死に支度　　　　　　　　瀬戸内　寂聴
○サラバ！　上・下　　　　西　加奈子
○遥かな道　　　　　　　　津村　節子
○テミスの剣　　　　　　　中山　七里
○ゴースト・スナイパー　　ジェフリー・ディーヴァー

●クリスマスおはなし会
　日時：12月20日㈯  14:00 ～
　場所：２階・おはなし会室
　対象：幼児・小学生

★もうすぐクリスマス★
　～手づくりスノードームをお家に飾ろう! ～
　もうすぐ待ちに待ったクリスマス。
スノードームを手づくりしてみませ
んか？皆の参加をお待ちしています!

　日時：12月20日㈯  13:00 ～
　場所：２階　（定員：20人）

●おはなし会　
　日時：12月３日㈬・17日㈬  16:00 ～
　場所：１階･絵本コーナー

【志賀町立図書館】

気がつけば、もう師走。何かと慌ただしい季節ですね。クリスマスの絵本やおせちの

作り方など、年末年始に役立つ本をたくさん取り揃えています。ぜひご来館ください。

クリスマスのスペシャルなおは
なし会です。親子、友だち、皆
の参加をお待ちしています！
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家から
バス停まで
の距離

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授

　

國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
と
し
て
法
科
大

学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健

相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

　

激げ
き
じ
ん
さ
い
が
い

甚
災
害
に
つ
い
て

Ｑ
：
8
月
20
日
に
広
島
市
で
起
き
た
大
規
模
な
土
砂
災

害
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
早
々
に
「
激
甚
災
害
」
に

指
定
。
被
災
者
の
救
援
な
ど
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、

そ
も
そ
も
、「
激
甚
災
害
」
と
は
ど
う
い
う
制
度
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
被
災
者
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
激
甚
災
害
（
げ
き
じ
ん
さ
い
が
い
）
と
は
、
大
規

模
な
地
震
や
風
雨
な
ど
に
よ
る
著
し
い
被
害
を
受
け

た
災
害
の
こ
と
を
い
い
ま
す
（
激
甚
の
「
甚
」
と
い

う
言
葉
は
、
普
通
の
程
度
を
超
え
て
い
る
意
味
。
す

な
わ
ち
非
常
に
激
し
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
）。
言

い
換
え
れ
ば
、
国
民
経
済
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す

ほ
ど
の
大
き
な
災
害
で
、
被
災
地
域
へ
の
財
政
援
助

や
被
災
者
へ
の
助
成
が
特
に
必
要
と
な
る
災
害
を
い

い
ま
す
。
法
律
と
し
て
は
「
激
甚
災
害
に
対
処
す
る

た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
」
通
称

「
激
甚
災
害
法
」
に
基
づ
き
ま
す
。
激
甚
災
害
に
は
、

全
国
規
模
で
災
害
そ
の
も
の
を
指
定
す
る
「
激
甚
災

害
指
定
基
準
に
よ
る
指
定
（
通
称
：
本
激
）」
と
市

町
村
単
位
で
指
定
す
る
「
局
地
激
甚
災
害
指
定
基
準

（
通
称
：
局
激
）」
の
２
種
が
あ
り
ま
す
。

　
　

過
去
に
「
本
激
」
を
指
定
さ
れ
た
主
な
災
害
は
、

①
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
②
平
成
16
年

の
新
潟
県
中
越
地
震
、
③
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震

災
な
ど
が
、ま
た
、「
局
激
」
を
指
定
さ
れ
た
災
害
は
、

①
平
成
19
年
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
災
害
（
七
尾

市
、
輪
島
市
な
ど
）、
②
三
宅
島
の
噴
火
に
よ
る
災

害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
「
本
激
」
は
災
害
に
対
し
て
の
み
指
定
さ
れ
、
地
域

を
特
定
さ
れ
ま
せ
ん
が
、「
局
激
」
は
、
災
害
と
対

象
地
域
が
特
定
さ
れ
ま
す
。

　
　

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
場
合
、
国
と
都
道
府
県

の
負
担
で
避
難
所
や
仮
設
住
宅
、
給
水
活
動
、
食
料

や
衣
服
の
給
付
な
ど
は
当
然
で
す
が
、
国
は
災
害
復

旧
事
業
の
補
助
金
を
上
積
み
し
て
、
被
災
地
の
早
期

復
旧
を
支
援
し
ま
す
。
公
共
土
木
の
被
害
や
農
地
な

ど
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
国
庫
補
助
か
ら
さ

ら
に
１
割
か
ら
２
割
程
度
、
嵩
上
げ
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
者
な
ど
の
被
害
に
つ
い

て
は
、
災
害
復
旧
貸
付
な
ど
の
支
援
措
置
と
し
て
、

金
利
の
引
き
下
げ
や
償
還
期
限
の
延
長
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
　

個
人
の
被
害
の
補
償
に
つ
い
て
は
、「
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
」
に
基
づ
い
て
、
家
が
全
壊
、
ま
た

は
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
長
期
の
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
は
、
１
０
０
万
円
、
大

規
模
な
半
壊
の
場
合
は
、
50
万
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
を
建
設
・
購
入
の
場
合
２
０
０
万

円
、
補
修
の
場
合
１
０
０
万
円
、
賃
借
の
場
合
50
万

円
が
各
々
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
、「
災
害
弔
慰

金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、
生
計
維

持
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
５
０
０
万
円
、
そ
の
他

の
人
は
２
５
０
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　

最
近
、
日
本
列
島
は
大
き
な
自
然
災
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
が
、
来
年
は
、
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
で

あ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
で
す
ね
。

統合小学校建設検討委員会だより　　　 　　
志賀町統合小学校建設検討委員会

事務局　☎32-9360

№13

安全第一で環境に配慮
しながらの校舎づくり

01児童が登校する出入口 02.03騒音・振動計とエアコン 04中庭で遊ぶ児童

高浜小学校敷地内では、統合小学校の新築工事が順調に進んでいます。

工事で最も大切なことは、まず「安全」。学校の敷地内で建設されて

いるため、周辺環境に配慮する必要もあります。主な対策は次の通り。

現地では、これらの対策を講じながら、毎日、学校と連絡をとり、異常や不都合がないか聞き取りも行っています。

04工事期間中、遊び場を中庭に移設し、新
しい遊具も配置。遊具は、新
校舎の遊び場へ転用します。

03年間を通じて教室の窓を閉めきって授業
ができるように、エアコン
を仮設し、対応しています。

01工事エリアを明確に防音パネルなどで囲
い込み、児童と工事車両の出
入口を完全に分離しました。

02建設機械は、超低騒音型の機種を選
定。モニターを二カ所設置
し、現場監理されています。


